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審 議 

（２）伊万里市における人権・同和対策関係事業の取り組みについて 

 

本市では、あらゆる機会を捉えて人権・同和問題に関する様々な啓発活動 

を行っています。主なものをご紹介します。 

 

 

①「同和問題啓発強調月間（８月）」の啓発活動 

 

行事名等 期 日 場 所 内  容 

同和問題 

講演会 
８月３０日 市民センター 

テーマ「インターネットと人の 

かかわり合い」 

講 師：スマイリーキクチさん 

のぼり旗に 

よる啓発 

８月 

１日～３１日 

市庁舎ほか 

市役所、市民センター、各コミュ

ニティセンター、生涯学習センタ

ー、同和教育集会所、隣保館の 18

箇所に掲示する。 

懸垂幕・ 

横断幕による

啓発 

・市庁舎 

・駅ビル歩行

者連絡橋 

同和問題啓発強調月間の懸垂幕を

市庁舎に、駅ビル歩行者連絡橋の

南北両側に横断幕を掲示する。 

マグネット 

ステッカーに

よる啓発 

市内一円 

｢なくそう差別 守ろう人権｣のマ

グネットステッカーを公用車 67

台と地域コミュニティーバス「い

まりんバス」１台に貼付する。 

同和問題啓発

パネル展 

８月 

２３日～２６日 

市役所 

市民ロビー 

市役所市民ロビーにおいて、同和

問題啓発パネル展を開催する。 

広報伊万里・ 

コミュニティ

センター館報

による啓発 

８月１日号 
市内 

全戸配布 

市民にとって最も身近な情報誌で

ある広報伊万里、コミュニティセ

ンター館報に同和問題啓発強調月

間の特集記事を掲載する。 

ケーブルテレ

ビで啓発特別

番組を放送 

８月 

１７日～３１日 

 

２７日～３０日 

 

アイテレビ 

 

西海テレビ 

職員出演・制作による伊万里市 

オリジナルの同和問題啓発番組

「目からウロコのじんけんの  

ツボ」を放送する。 

資料２ 
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②「人権週間（１２月４日～１０日）」の啓発活動 

 

行事名等 期 日 場 所 内  容 

ハートフル 

フォーラム 2022 

（仮称） 

１２月 
市内一円 

及び有田町 

伊万里高等学校の生徒を中心とし

た実行委員会で制作した番組をケ

ーブルテレビで放送する。 

のぼり旗による 

啓発 
１２月 

４日～１０日 

市庁舎ほか 

市役所、市民センター、各コミュ

ニティセンター、生涯学習センタ

ー、同和教育集会所、隣保館の

18箇所に掲示する。 

懸垂幕による 

啓発 
市庁舎 

人権週間の懸垂幕を市庁舎に掲示

する。 

街頭啓発活動 １２月上旬 
ＪＡ伊万里 

農業祭り会場 

伊万里人権擁護委員協議会と連携

して、街頭啓発活動を行う。  

小中学生の 

人権作品展 

１２月 

１日～１３日 
市民図書館 

市内小中学校との協働で、児童・

生徒の人権作品展を開催する。 

人権啓発 

パネル展 

１２月 

５～９日 

市役所 

市民ロビー 

市役所市民ロビーにおいて、人権

啓発パネル展を開催する。 

広報伊万里・ 

コミュニティセ

ンター館報によ

る啓発 

１２月１日号 
市内 

全戸配布 

市民にとって最も身近な情報誌で

ある広報伊万里、コミュニティセ

ンター館報に人権週間の特集記事

を掲載する。 

ケーブルテレビ

で動画ＣＭを 

放送 

１２月 
アイテレビ 

西海テレビ 

職員出演・制作による伊万里市 

オリジナルの動画ＣＭを放送し 

人権週間をＰＲする。 
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③ 人権啓発活動再委託事業 

国（法務省）が、地方公共団体に、人権啓発活動を委託して実施する事業（人権 

啓発活動地方委託事業）を、佐賀県が市町に再委託したもので、伊万里市では主に

以下の事業に取り組んでいます。 

 

 

 Ⅰ．令和４年度「人権の花」運動 [R４実施学校：山代西小学校] 

 

≪ 概 要 ≫ 

【目 的】 

小学校児童等が協力し合って花を栽培し観察することにより、相手の立場を

考えること、協力し合うこと、感謝することなどを理解させ、児童等の情操をよ

り豊かにすることで、人権思想に対する理解を体得させようとするもの。 

 

【主 催】  

唐津・伊万里人権啓発活動地域ネットワーク協議会 

◇構成機関等：佐賀地方法務局唐津支局、佐賀地方法務局伊万里支局、 

唐津人権擁護委員協議会、伊万里人権擁護委員協議会、 

唐津市、東松浦郡玄海町、伊万里市、西松浦郡有田町 

 

【スケジュール】 

  令和４年 ５月１７日  山代西小学校との打合せ 

  令和４年 ６月 ９日  「人権の花」贈呈式 

  令和４年 ６月～１１月 栽培、観察等 

  令和４年１１月     「人権の花」観賞会 

「人権の花」贈呈式（令和４年６月９日） 
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Ⅱ．ハートフルフォーラム 2022（仮称） [R４実施学校：伊万里高等学校] 

 

≪ 概 要 ≫ 

【目的・事業内容】 

すべての人の人権が尊重される明るく住みよい社会を創るため、高校生と人権

擁護機関、関係団体が連携して事業を展開し、次代を担う若い世代への人権尊重

についての理解を深め、幅広い世代の地域住民の人権意識の高揚を図る。 

・人権問題について考える内容の番組を制作し、伊万里人権擁護委員協議会及び

佐賀地方法務局伊万里支局管内のケーブルテレビ局で放映する。 

   ・番組タイトル、テーマ、内容等については実行委員会で協議し決定する。 

・番組を収録したＤＶＤを学校や関係機関に配布し、人権学習に活用してもらう。 

 

【主 催】 

「ハートフルフォーラム２０２２ｉｎ伊万里」実行委員会 

◇構成機関等：伊万里高等学校（生徒：１５名、教職員：１名）、伊万里人権擁護 

委員協議会、伊万里市男女協働参画懇話会「いまりプラザ」、 

佐賀地方法務局伊万里支局、伊万里市、伊万里市教育委員会 

 

【共 催】  

唐津・伊万里人権啓発活動地域ネットワーク協議会 

 

【スケジュール】 

  令和４年 ８月２２日  第１回実行委員会 

  令和４年 ９月     第２回実行委員会 

  令和４年１０月～１１月 番組収録、番組ＰＲ等 

  令和４年１２月     番組放送 

令和５年 １月     第３回実行委員会 

 

【過去２年間の番組内容等】 

年度・実施高校 番組名 内容 

Ｒ２ 

敬徳高校 

ハートフルライフ 

  ・ハートフルワード 2020 

・意見発表 

・デートＤＶ防止啓発紙芝居 

・人権に関する標語の発表 

Ｒ３ 

伊万里実業高校 

農林キャンパス 

ハートフルフォーラブ 2021 

～愛の花を咲かせよう～ 

・意見発表 

・ＳＮＳに関する校内アンケート結果検証 

・ＳＮＳに関する人権侵害事例と対応策の紹介 

・高校生が考えたＳＮＳの約束の発表 
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Ⅲ．同和問題講演会 

 

≪ 概 要 ≫ 

  日 時：令和４年８月３０日（火）１３：３０～１５：１５ 

  場 所： 伊万里市民センター 

  テーマ：「インターネットと人のかかわり合い」 

  講 師：スマイリーキクチさん（タレント） 

  ※詳細は別紙チラシ 

 

 

 

④「新しい生活様式」に適応する『新たなスタイル』の住民啓発 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、昨年に引き続き、インターネット

やＣＡＴＶを活用した住民啓発に取り組んでいます。 

コンセプトは『おもしろくて、ためになる』 

これまでの懸案事項であった「若い世代」への啓発に手応えを感じています。 

 

● ＹｏｕＴｕｂｅ 

人権啓発動画「月刊じんけんかわらばん」８月、１０月、１２月、２月、３月配信 

 

● ケーブルテレビ 

同和問題啓発強調月間特別番組『目からウロコの人権のツボ』８月放送 

人権週間ＰＲ動画ＣＭ『レッツ！じんけん習慣（仮）』１２月放送 

 

 

-月刊じんけんかわらばん- 

職員出演・制作によるオリジナルの人権啓発動画『月刊じんけんかわらばん』を

インターネット動画投稿サイト『ＹｏｕＴｕｂｅ』を活用して、定期的に広く配信

しています。 

その先進的な取り組みについては、各方面からから高い評価を得ています。 
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⑤『従来のスタイル』の住民啓発 

従来の『人を集めるスタイル』の住民啓発については、感染症拡大防止を念頭に  

「三密」への配慮を講じながら、地域に根を張る伊万里市人権・同和教育推進協議会  

との協働で、無理のない姿勢で柔軟に取り組んでいます。 

 

●なるほど！ザ・じんけんゼミナール（地域のリーダー育成講座） 

●地区巡回講座（各行政区自治公民館への出前講座） 

●ＰＴＡ研修講座（小中学校単位ＰＴＡ、市連Ｐリーダー研修、保育所保護者会など） 

●各種団体への出前講座（老人クラブ、民生委員・児童委員、区長会など） 

●職場への出前講座 など 

 

 

⑥ インターネットモニタリング 

インターネットを悪用した人権侵害から市民を守るため、インターネット上に公開

された人権侵害情報をいち早く発見し、関係機関との連携でサイト管理者への削除 

要請を行うなど拡散防止に努めます。 

また、この取り組みを広く周知することで、新たな人権侵害情報の掲載を抑制します。 

 

 

 

 

 


